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 本研究の主要なテーマは学習方略であり，論文全体で一貫しているものの，第 2 章で得
られた知見である「学習方略の中には，有効であると認知されているにもかかわらず，あ
まり使用されていないものがある」という問題点から，例生成の提案に至るまでの間に若
干の論理的飛躍を感じる。また，実験的検討によって得られた知見により，当初の問題が
解決したかどうかもやや不明瞭なままである。より丁寧な議論の構築が望まれる。 
 
（9）文章表現の明快さ，わかりやすさ，段落構成の適切さ 
 本研究で用いられている用語の中には，たとえば「能力」と「方略使用」が同義として
扱われているのか，上位－下位の関係にあるのかが明確でないというように，多少明瞭性
に欠けるものもあるが，全体としては了解可能な文章により表現されている。 
 
（10）誤字・脱字・表現の不統一 
 提出された申請論文に含まれる誤字・脱字・表現不統一は許容範囲にあると判断できる
が，学位論文公開に向け，適宜修正を求める。 
 
６．結論 
 以上により審査小委員会は，押尾恵吾氏提出学位請求論文「教科汎用的な学習方略とし
ての例生成―有効な精緻化方略の提案―」を優れた業績であると評価し，押尾恵吾氏を博
士（心理学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものであるとの結論に達した。 
以 上 
 
